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地域づくりフォーラム in えひめ
「地域とコミュニティーを維持するための交流・連携とは！」

− 絆・ネットワークをキーワードに −

　2011年3月11日、東日本大震災という未曾有の出来事に遭遇し、直接の被害が無かった愛媛に住む
我々の暮らしにも大きな影響を与えました。
　災害後、愛媛でも被災地東北との数多くの縁や支援・協力で、強い繋がり、太い絆が生まれています。そ
の「絆」が「交流」を生み自らの地域を見直す原動力であり、「交流と連携」こそ、ますます小さくなるコミュ
ニティーの維持のためのキーワードだと考えます。
　今回のフォーラムは、『えひめ地域づくり研究会議』と『全国地域リーダー養成塾』それぞれのネットワー
クを活かし、課題が山積する地域再生の手法と地域の自立に向けた新たなネットワーク構築を目指すため
に開催します。

●日　時:平成25年2月23日㈯　12:30受付開始　13:30開演
●会　場:ウェルピア伊予　2階「銀河」（愛媛県伊予市下三谷1761-1）
●参加費:1,000円（フォーラム終了後、同会場「鳳凰」にて交流会を開催。交流会費は、4,000円）

■基調講演「地域再生　−復興・復活のために−」
　講　師・小田切　徳美 先生（明治大学農学部教授・元リーダー養成塾主任講師）
■取組み紹介「復興・復活への想い」
　1.繋げる想い「福島と愛媛を繋ぐ」　　渡部　寛志さん（伊予市双海町）
　2.支える想い「仁淀川流域を支える」　西森　文明さん（元高知県地域支援企画員）
　3.興 す 想 い「久万再興！」　　　　　鷲野　陽子さん（久万高原町）
　　コメンテーター・小田切　徳美 先生
■参加者間の意見交換（小グループにて）
　進行:近藤　誠（えひめ地域づくり研究会議代表運営委員）

えひめ地域づくり研究会議フォーラム2013＆
平成24年度全国地域リーダー養成塾中国四国ブロック情報交換会

■主催　えひめ地域づくり研究会議、㈶地域活性化センター
■共催　（公財）えひめ地域政策研究センター
■後援　�自治体学会、愛媛新聞社、朝日新聞松山総局、毎日新聞松山支局、読売新聞松山支局、産経新聞松山支局、
　　　　日本経済新聞社松山支局、共同通信社松山支局、時事通信社松山支局、NHK松山放送局、南海放送、
　　　　テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ、愛媛CATV（順不同）
■申込締切:平成25年2月1日㈮
■連 絡 先:えひめ地域づくり研究会議事務局／岡田〈（公財）えひめ地域政策研究センター内〉
　　　　　  （TEL）089-926-2200　（FAX）089-926-2205　（E-mail）okada@ecpr.or.jp


